
くしろっ子  
                                   川西市立久代小学校 学校だより 平成２８年１２月２２日 

 冬至 12月21日                    めざす子ども像 

日の出   ７：０１                  ～笑顔   咲かそう  くしろっ子！～ 

 日の入り １６：５１ 

ゆく年（申年） くる年（酉年） 
 2 学期は教室での学習に加え、校外に出かけての学習や体験を

通しての学習、ゲストティーチャーを迎えての学習（出前授業）、

また運動会や造形展の取り組み等、勉強にスポーツに、さまざま

な取り組みがありました。「今学期はやるだけのことはやった」

と満足している子どもたち、仲間の成長を目の当たりにして「自

分ももう少しできたなあ」と反省している子どもたち、様々では

ないかと思います。大切なことは、目標を決めたときにかえり、

どう取り組んだかを振り返り、しっかり成果と課題を明確にする

ことです。次に向けてどうするかと強い決意をすることです。ぜ

ひともこの機会に振り返りをしっかりしていただきますようお願い申し上げます。 

  ウサギとカメ！ 

童謡にある「ウサギとカメ」の話です。スピードでは勝ち目のないカメが

ウサギに勝つという話です。子どもたちに「どうしてカメが勝ったのか」と

尋ねると、「油断したから」「カメを侮ったから」と答えが返ってきます。

勿論正解です。保護者の皆様は、子どもたちに生活の指針を話すとき、一度

や二度はかみ砕いて話されたのではないでしょうか。 

私事になりますが、子どもたちに幾度となく話をしたことを思い出しま

す。そして次のように補足したのを思い出します。 

これは目標の決め方に問題があったのではないかと・・・・ウサギは目標

をゴールに置かず、カメに勝つことを主に置いたのでこんな結果になってしまったのではないかと・・・足の

速いウサギが目標を山の頂上において走ったら、カメに負けるはずがなかったのです。また、何かの機会があ

れば話をしていただければありがたく存じます。 

 

     一年の計は元旦にあり！ 他人と比べず個人内評価を大切に！ 

「できなかったことができるようになった」喜びより「人と比べ自分は優れている」ことのほうを高く評価

する傾向があります。江戸時代の政策がいまだに根強く残っているのかもしれません。「カメに負けなかった

らいい」という考えがいじめを生み、差別を生む元になっているのではないかと思うのです・・・ 

「自分は掃除をさぼるから人が見ていなくてもできる人になる」という目標は簡単なようだけれど、実は難

しい目標です。奥の深い目標です。目標は自分の中に置くものにするようにアドバイスしていただければあり

がたく存じます。「一年の計は元旦にあり」といいます。この冬休みを使ってお子様とじっくり話をしていた

だきますようよろしくお願いいたします。 
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机上の学習では得られないものをたくさん得ることができました 

1年生 サツマイモの収穫           2年生 赤ちゃん先生に学ぶ 

       

3年生 表現活動                4年生 連合音楽会 

  
       5年生 稲刈り               6年生 ジョイフル餅つきの準備 

  

１月の行事 

10日(火)始業式 

11日(水)５、６年発育測定 

12日(木)給食開始、３、４年発育測定 

        シェイクアウト訓練 

13日(金)同伴登校日、１、２年発育測定 

17日(火)避難訓練 

19日(木)フリー参観 

21日(土)PTCAフォーラム 

25日(水)朝会 



 


